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●
本
と
人
、
人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
書
店

　
戒
厳
令
下
の
タ
イ
で
、
ひ
と
つ
の
書
店
が
店
を
閉

じ
た
。

　
タ
イ
で
は
二
〇
一
四
年
五
月
に
戒
厳
令
が
発
令
さ

れ
、
ほ
ど
な
く
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
が
勃
発
、
軍
事
政

権
が
誕
生
し
た
。
言
論
は
厳
し
く
統
制
さ
れ
る
。
民

主
主
義
に
関
す
る
本
の
販
売
を
自
粛
す
る
書
店
も
あ

る
と
聞
く
。

　
店
じ
ま
い
し
た
書
店
は
、
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
マ

イ
に
あ
っ
た
。
社
会
科
学
分
野
の
本
を
扱
い
、
そ
の

多
く
が
社
会
正
義
や
民
主
主
義
に
関
す
る
た
め
、
軍

事
政
権
後
に
経
営
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い

う
。
も
と
も
と
の
書
店
開
業
の
動
機
は
、
大
規
模
な

抗
議
行
動
の
末
に
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
二
〇
一

〇
年
の
事
件
の
後
、
民
主
主
義
を
抑
圧
す
る
風
潮
が

広
ま
っ
た
こ
と
へ
の
危
機
感
。「
本
の
販
売
は
、
市

民
社
会
の
知
的
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
。
書
店
の
モ

ッ
ト
ー
はCafé D

em
ocracy

（Creating aw
are-

ness for enhancing D
em
ocracy 

＝ 

民
主
主
義

の
強
化
に
つ
な
が
る
気
づ
き
を
生
み
出
す
）」
と
経

営
者
は
語
る
。

　「
書
店
の
場
を
、
市
民
の
対
話
を
実
現
す
る
公
共

空
間
に
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
本
の
著

者
を
囲
ん
で
そ
の
内
容
を
語
り
合
う
「
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
タ
イ
の
政

治
史
を
専
門
と
す
る
村
嶋
英
治
早
大
教
授
を
招
き
、

氏
の
著
作Kam

nœ
t Phak Khom

m
iunit Sayam

（
シ
ャ
ム
共
産
党
の
起
源
）
を
語
ら
う
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
る
。
通
常
チ
ェ
ン
マ
イ
に

暮
ら
す
二
〇
〜
三
〇
名
の
市
民
や
知
識
人
を
集
め
る

イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
こ
の
回
は
か
つ
て
の
活
動
家
も
聴

衆
に
顔
を
交
え
、
約
七
〇
名
が
集
う
盛
り
上
が
り
を

み
せ
た
。
書
店
を
閉
じ
た
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
は
継
続

し
て
い
る
。
た
だ
し
テ
ー
マ
の
選
定
に
慎
重
を
期
し
、

読者を育み、社会を動かせ
―タイ・ミャンマーの書店活動記―
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